
令和 2年 7月 

堺バスケットボール協会 大会ガイドライン 

新型コロナウィルス感染拡大防止を目的とし、安全かつ安心して参加できるよう、当協会の主催・主管大

会においてのガイドラインを作成しました。このガイドラインは、スポーツ庁や大阪府、堺市が出している方

針やそれをもとに作成された堺市内各体育館の対策マニュアル等を盛り込み作成したものです。遵守して

いただくようお願いいたします。また、各部においてそれぞれの活動に合ったガイドラインの作成をお願い

します。 

今後、政府・スポーツ庁・大阪府・堺市・各体育館等で新たな方針や要請の発表があったとき、また緊急

事態宣言が再発令された場合等は対応を協議の上、変更してまいります。 

 

大会前に参加希望チームへの連絡事項の徹底 

① 日常生活で、感染防止に努めること（3密を避ける、新しい生活様式など） 

② 大会までに、段階的にトレーニングを行い、ケガの防止のために準備をしておくこと 

③ 未成年の参加には、保護者の承認が必要なこと 

④ 大会に参加できない方‐糖尿病・心不全・呼吸器疾患の基礎疾患がある方、透析を受けている方 

⑤ 下記、大会参加についての遵守事項に守ること 

 

大会参加についての遵守事項 

 １ 体調管理（チェックシートの記録・保管、提出） 

ア） 氏名・生年月日・所属・住所・電話番号  イ）当日の体温 

ウ）過去 14日以内の以下事項の有無 

平熱を越える発熱、咳のどの痛み等、倦怠感、息苦しさ、臭覚・味覚異常 

新型コロナウィルス陽性者との濃厚接触、海外渡航・在住者との濃厚接触 

    ★イが 37.5度以上のとき、ウで１つでも該当する場合、参加しないこと 

 ２ マスク着用：競技時以外は往復の移動も含めマスク着用 ※ただし、熱中症予防に留意した判断 

 ３ こまめな手洗い、手指の消毒 

 ４ 発声の自粛（ゲーム中を含み、応援や更衣室なども） 

 ５ 更衣室の利用は、密を避け、できるだけ短時間、発声の自粛 

 ６ 飲み物やタオルの共用禁止（必ず各自のものを使用する） 

 ７ ゴミの持ち帰り―ゴミはすべて各自で持って帰る。マスク・ティッシュ・ペットボトルなど唾液 

や鼻水、汗の付着した物は特に扱いに注意してください 

 ８ １試合が終わるごとに、使用したベンチやオフィシャル道具等の消毒を当該チームが行う。 

 ９ 会場に来たあとでも、体調がすぐれなくなった場合は、速やかに活動を中止し、他の人との接触 

を避け自宅で休養するなどの措置をとる 

 10 各会場での規則に従うこと 

 11 その他感染防止の観点から不適切な行動はとらないこと 

緊急事態宣言が２月 7日で解除されることを期待したいですが（厳しいようです） 

２月 7日以降に延長された場合も － 大会は予定通り実施します 

 JBAバスケットボール事業・活動実施ガイドライン（手引き）第 3版（2021年 1月 21日作成）を参考にしました 

（以下趣旨要約）緊急事態措置の地域においても、事業・活動を止めるのではなく、感染対策を講じながら事業・活動の実施を 

検討する。 

また、各自治体の方針が優先されるとなっていますが、当堺市では、堺市の公営体育館が緊急事態宣言中も 9：00～17：00まで 

 開館し活動できる状況であること、B リーグはじめ各大会が実施されていること。学校の部活の実施状況などなどふまえて 

実施することにしました。（夜間の日程は 3月 14日以降になっています。緊急事態が延長され 3月 14日以降も期間中になった

場合は体育館が使えなくなるため日程の変更等あります） 

★チームのメンバーにも上記内容の説明をお願いします。 

 しかし参加にはくれぐれも無理のないように配慮お願いします。 

令和３年１月 

（一般の部）堺種目別優勝大会 注意事項 

堺バスケットボール協会 大会ガイドライン（左記）の全項目の遵守のほか 下記注意事項も守ってください 

１． フロアーへの入場は選手・スタッフのみとする。 

２． 大きな声での会話や応援等をしないこと。 

３． 競技（審判）時以外のマスク着用：試合時でもベンチにいる時、TO のとき、更衣時、ミーティング時も

含め、競技と審判時以外はマスクの着用。 

４． 試合中以外は、他の参加者等との距離（できるだけ２ｍ以上）を確保すること。 

５． 更衣室で、３つの密を避けるために 

※できるだけ更衣室を利用しなくていいように来館前に着替えておく等の工夫を 

・更衣は迅速に行い退室する。 ・「密」と判断した場合、タイミングをずらす。 

６．試合終了後の消毒―各チームのベンチ・オフィシャル席・オフィシャル器具等 

 ・試合が終了したチームは、自チームのベンチを除菌シートで拭くこと。（TO席に設置） 

 ・オフィシャルを担当したチームは、除菌シートでオフィシャル席、オフィシャル器具を拭くこと。 

 ・各チームが使用した除菌シートは、ビニール袋（TO席に設置）に捨て、口をしっかり閉じて各チームで 

  ゴミとして持ち帰ること。 

 ・次試合のチームは、消毒が終了し、前のチームがコートから完全に退出するまではコート・ベンチに入っ 

てこない。 

７．ハーフタイム時―次の試合のチームは前の試合のハーフタイム時にコートでのアップはできません。 

８．各体育館が用意している大阪府コロナ追跡システムを活用すること（ご協力のお願い） 

 

大会参加の皆さん-秋の大会時よりなお一層の注意を心がけてください 

ふだんから感染対策を行いながらバスケットを楽しめるようにしましょう 

 


